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機会詩人の画家と連想  
マリアン・ムーアの世界  
er. er 
詩人にとっては，生きてゆく刻々は，大なり小なり何らかの点で，その詩業  
に反映するものであろう。彼らを感動させて詩作を促す機会が，彼らの作品を  
実らせる。という意味で，全ての詩人は〈機会詩人〉“Occasionalpoet”と言  
えるが，その要素が特に濃厚だった詩人が，Marianne Moore（18871972）  
ではなかったろうか。彼女は鋭敏なアンテナを絶えず張り続けて，感度のよい  
そのアンテナが捕えて彼女を感動させたり興味を騒き立てたりしたものに触発  
されて，鋭い観察を行い，それを忍耐強く集積し，連想に次ぐ連想によって豊  
かにその観察の集積を膨らまし，吟味・検討しながら，独自の鋭い言語感覚に  
よって鎮骨彫心の詩作を行った。そういう作品の一つの典型をまず見てみたい。   
学生時代に生物学を専攻したムーアは，科学者の眼と精神を備えた詩人で，  
正確さを殊の他重視した。そういう彼女の面目が躍如とした一篇が，「四箇の  
水晶時計」である。この作品は，また，他人の語句や，示唆を受けた人々の言  
葉などには，全て律儀に〈自注〉 によって言及してその旨を示した誠実な詩人  
が，うっかり？，他人の語句を無断で使用して，後に，使用された当のエリザ  
ベス・ビショップから，「子供っぽいかも知れないが返して欲しい」と言われ  
た詩句が入っているものでもある1♪。学生時代に知り合って以来，生涯敬愛し  
続け，親交を得続けたMentorのムーア8こは，その生前，ビショップは黙って  
いたのだったが，第五連の「浮標玉を持つ案内係」“thebellboywiththebuoy  
ball”は，ある暗愚い付tlて大いに気に入ったピッショプが，ムーアに何度  
も告げ知らせたビショップ自身の創作句だった。  
四箇の水晶時計  FourQuartzCrystalClocks  
四箇の発振器，世界で最も正確な時計がある。   
そして他の時計に時間の間隔を   
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教えるこれらの水晶時計があると   
機械の余り働かない時計もよく働くのだ，  
他に依存せず同じように，41度の   
ベル研究所の  
時間保管室に  
保たれて。アーリントンとの照合を比較器によって点検されて   
それらは定刻通りのものとするのだ 「ラジオ，  
映画」及び「報道」を，あの正確さを   
希望するジロドゥ真理事務所が  
「真理の器機」と   
名付けた一群を。我らは知っている  
ジャン・ジロドゥが言っているように  
アラブ人の中には聞いたことのなかった人々がいたのだが劇ナポレオンが   
死んでいることを。温度が変ると  
石英の多角柱状結晶はその変化を   
感じ，その時電化して  
陽極と陰極の真反対に   
荷電した両端は 注意深い  
時間計測を脅かすのだと，そのため  
この水のように澄んだ水晶，ギリシャ人の言い回しによれば   
この「澄んだ氷」は 同一の冷たさに  
保たれなければならないのだと。反復は，科学者の   
場合には，正確さと  
同義であるべきだ。   
キツネザルの研究者には分かるのだ  
アイアイは アンワンチポや  
ポト，あるいはノロマザルとは違うのだと。海   
辺の重い荷物は 困らせるべきではない  
浮標玉を持つ案内係を，   
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ホテルの女性顧客を部屋に  
通そうとしているのだから。また 熟練した   
暇なら混同することはあり得まい  
剥製師用のガラス製義眼と  
視力検定医から揮トけさせられる鼻眼鏡とを。そして電話番号の   
メリディアン71212  
が教えてくれるように，15秒毎に   
同じ声で 新しい  
情報が～「これから時刻は」これこれに「なります」と－   
それで人には判るのだ 「その信号を  
耳にすると」，聞いていることに  
なるのだと，ジュビター，即ち父なる日，日の神－   
く時の翁〉の救い出された息子が一  
人肉嗜食のクロノス   
（己が二番目の新生児の  
子を食べた）に 時間厳守は   
罪ではないと告げているのを。  
771eKenyo77Re乙′iezt，，2（Summer1940）28485  
この作品は，ベル研究所のちらし“Bellleaflet，1939’’の次の文章に触発さ  
れた旨，まず自注がある。「〈世界一正確な時計〉。ニューヨークのベル電話研  
究所では，内部の温度を摂氏41度（上・下百分の一度以内）に保ったく時間保  
管室〉‘time vault’に世界で最も正確な時計四箇の水晶時計を保持してい  
る・…■・ しかるべく切り整えられて適切な回路に挿入されると，それらは電気振  
動率を百万分の一の正確さに制御できる。L・・・・・正確な時間は，MEridian 7  
1212へ電話すれば15秒毎に知ることが出来る」。   
ジロドゥ云々の箇所には，JeanGiraudouxの文章，及び「フィガロ」誌1939  
年11月号の記事の一節が自注として引用され，クロノスについては，β柁紺gγゝ  
ム碇■症㈲町γ扉了伽Ⅶ把虚」屯鋸 から次の一節が自注になっている。「ゼウスの母  
レアは，ゼウスをクロノスから隠した。彼は，ジュビター（大気），ネプチュー  
ン（水），ブルート（墓）以外の全ての我が子を貪り食った。これらを，時間   
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は消費できない」。   
この詩にもムーアらしく，突如，動物が登場する。キツネザル】emurは几ねda－  
gascar島特産のキツネザル属の下等な霊長類で，姿は猿に，鼻は狐に似てい  
る。アイアイayeayeは，エビザルともいうこれもマダガスカ）L／島産の原始  
的なキツネザルで夜行性，中指の特有の長い爪で卵の中身を取り出したり昆虫  
の幼虫を掘り出して食する。アンワンチボangl九rantibniま，アフリカ西部に生  
棲するロリス科アンワンチポ偶の長い鼻と未発達の尾を持つ夜行性の小さなキ  
ツネザルの一種であり，ポトpottoも西アフリカ産ロリス科のロリスに似た動  
物。ノロマザルlorjsは，アジア南部産ロリス科に属する夜行性で樹上生活を  
する動作の鈍い下等な霊長類である。   
〈時の翁〉Father Timeは時間（time）の擬人化表現で，大鎌（sythe）と  
水差し（water jar）あるいは砂時計（hourglass）を持ち，禿頭で髭を生や  
した老人の姿で表わされる。   
動植物がびっしり登場するのは，ムーアの詩の一大特色であるが，『完全詩  
集』2）の巻頭に収められている次の作品の植物の移しさには，目を回わすしか  
ない。その中に出てくるサルメンバナ“sa】pig】ossis”（チリ原産ナス科の観賞  
植物）は，1921年の夏，ムーアが母親と共にAlban〉r（New York州の州都）  
の親類を訪ねた際，そこの庭で見て大変興味を抱いた花だった（モールズワー  
スは，背の高い茎に種々の色の花をつける一種の百合かペチュニア，だと述べ  
ているが）。彼女は，これも，モールズワースが指摘するように3）こういう観  
察の数々を，体験や読書から集め続け，それらをしばしば，相当に年月が経っ  
てから種々に組み合せ結合して詩作に開いた。   
「尖塔職人」iま，生き生きしていると共に想像力に富み，若々しく，繊細で  
あるという意味で「ロマンティック」だと，WallaceStevensに言わせた作品  
であるが1〕，アルブレヒト・デューラーの絵に触発されて，連想を駆使した詩  
である。   
ムーアは，この15～16世紀のドイツルネッサンスの代表的な画家・版画家が  
好きだったようで，その後18年経って，再び，彼の作品に言及した詩「壮麗な  
幻影」を発表した。彼女は，レオナルド・ダ・ヴインチとエル・グレコも同じ  
ように愛好したのだと思われる。これらの画家が〈使用〉 されている作品を，  
以下六篇訳出する。それらの解訳の詳細は，本稿では割愛する。   
機会詩人の画家と連想マリアン・ムーアの世界≠  
尖塔職人  TheSteeple－Jack  
デューラーだったら こういう所に住む理由を   
見つけたことだろう，八頭の座礁した鯨が  
見え，快晴のRには屋内に心地よい海の大気が  
魚の鱗のように整然とした   
波模様の目立つ水域から  
流れ込むのだから。  
一羽一羽三三五五と，鴎は町の大時計の上を   
前へ後へ飛び続けたり  
軍を動かさないまま灯台の周りを遊泳する¶  
身体を幽かに震わせて   
しっかりと上昇し－あるいは群で  
鳴き立てて，そこでは  
雄孔雀の首の紫色をした海が   
薄れて緑色がかった青空色になっている，デューラrが  
チロルの松の緑を ピーコックブルーとホロホロ鳥の  
灰色に変えたように。あなたには見えるだろう 25ポンドの   
伊勢海老が，乾かすために展げ整えられた  
魚網が。嵐の  
旋風の鼓笛が墟沼沢の草を   
傾けさせ，空の星々や教会の尖塔の  
星を掻き乱す。一つの特権なのだ それ程  
多くの混乱を見るのは。真反対のように   
見えそうなものに変装して 海  
辺の花々や  
木々は霧に好意を示されるので，あなたは直接に   
熱帯地方を経験する，アメリカノウゼンカズラ，  
キツネノテプクロ，オオキンギョソウ，斑点と縞のある   
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サルメンバナ，マルバアサガオ，ヒョウタン，   
あるいは 裏の扉に釣り用麻糸で巻きつくように  
訓練されたムーン蔓，  
蒲，キショウブ，ブルーベリー，ムラサキツユタサ，   
縞模様草，地衣類，ヒマワリ，シオン，ヒナギク  
緑の包稟をもった黄色い蟹爪の髪ぽうぽうの水夫暮植物，  
ペチュニア，歯莱，桃色の百合，青い   
百合，オニュリ，ケシ，黒いスウィートピー。  
気候は  
相応しくないのだ パンヤンノキや インドソケイ，あるいは   
パラミツには，また 外来の蛇の  
生活には。輪晰錫や蛇革は足には合わない，例えぴったりだと分っても，  
だがここには コプラは居ないが猫がいる   
鼠を庄えるのに。窯い水平に  
拡げた  
間隔の開いている帯の上に点々と白いピン状の染みのある   
臆病な小イモリがここには居る。だが 買ったり持ち去ったり  
したいという野心を掻き立てうるものは何もない。アンプロウズという  
名前の大学生が丘の中腹に座っている   
母国語でない本を抱え 帽子を被って  
そして船が  
海をまるで溝の中みたいに白くこわばって進むのを   
見ている。虚勢のせいで生じたのではない  
優雅さを好んで，彼は暗記する 古代風の  
砂糖壷型の 薄板を交差させてある   
四阿を，また 本物ではないが  
教会の尖塔の  
傾斜を，そこから緋色を纏った男が綱を   
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投げ降ろす 蜘蛛が糸を紡ぐように。  
彼はもしかしたら或る小説の一部かもしれない，だが歩道に  
標示が出ている 尖塔職人C，J，プーリレヒ   
白地に黒で，そして白地に  
赤で告げてしゝる  
危険と。教会の柱廊玄関には 各々四本の石造の   
溝彫り付きの柱があり 水漆喰のせいで  
一層憤しやかにみえる。これなら相応しい安息所になるだろう  
放浪者の，子供たちの，動物たちの，囚人たちのための，   
そして罪に駆り立てた  
上院議員たちに  
彼らのことを考慮しないことで報いてきた大統領たちのための。その   
場所には学校が，店の中に  
郵便局が，魚置場が，鶏小屋が，建造中の   
三本柱縦帆式  
帆船がある。英雄が，学生が   
尖塔職人が，それぞれ各々の仕方で，  
寛いでいる。  
こういう素朴な人々のいる町に   
住むのは 危険ではあり得なかっただろう  
彼らは尖塔職人に 教会のそばに危険標示を出させているのだから，  
彼が 切れ目なく先の尖った星を金色に   
塗っている間中，その星は尖塔の上で  
希望を表わしている。  
戸og～町′40（June1932），11922．  
次の詩もデューラーの絵画に触発された作品で，ヤマアラシを扱いながら，  
作者の思いを展開したものである。   
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壮麗な幻影  ApparitionofSplendor  
神秘性を帯びていたので   
というのも事実上は知られたことがなかったからだが，  
デューラーの犀は   
我々を一様にはっと驚かせたかも知れなかった   
もし入念に白黒の棟状突起が付けられていたなら。  
もう一匹のヤマアラシ，あるいは歯菜のように   
弓形に反ったシラサギの中の口は  
余りにも黒くて識別できなかった   
影絵として顕に見せられるまでは，   
だが 二重の戦陣を張った噴射のアザミは  
恐らく不利なのだろうが   
風切羽を撃ったことはなかったのだ。それは  
何か楽しい幻想だったのか，   
煤けた地衣類の中に根付いた棟状突起を   
明白にケワタガモの耳のように示すものなのか，  
それとも「ヤマアラシに支えられた垂れ尾一   
妖精の11ヤードの長さの⑦」か？・・・・  
丁度，雷光がアザミの鋭さを持った   
若枝の上に輝く時，もっと短い枝岐れの   
ある通路の上方の通路の中に岐れた枝の間でのことだが，  
「育成用の森林の場合受）」，根元は  
同様に暗いが針状葉の破片が  
発芽して足跡を全く示さない所，その時   
左右対称のための調節には   
人は，もし妖精でないなら，触れてはならない。  
メイン州は喜ぶべきだ 州内の動物が   
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決断に迷ったりせず，闘うよりも  
むしろ，その用意の整った風切羽を落とすことを。   
浅薄な圧迫者よ，侵入者よ，   
強要者よ，君は抵抗者を見い出してしまったのだ。  
一乃g入b如乃，170（May5，1950），423  
自注 ① オリヴァ・ゴー）L／ドスミス01iver Goldsmith［1730？74］はそ  
の随筆の→篇で言及している，「ヤマアラシに支えられた11ヤードの長さの垂  
れ尾をもった青い妖精」に。   
② 『ラ・フォンテpヌの寓話』［Moore自身の訳書がNewYorkのThe  
VikingPressから1954年に出版された］第12巷第13話「ハリネズミ，狐，及  
び蝿たち烏  
それにしても，何と動物好きなことだろう。『完全詩集』の全125簾中，標題  
に動物が現われるものは，31篇あるが（植物は7篇），作中に動植物が使われ  
ないものは殆どない。   
次は，エル・グレコが登場する作品である。  
英雄  TheHero  
個人の好みがある所へ 我らは赴く。   
土地が酸性の所へ，豆の木の茎の   
高さの雑草がある所へ，   
蛇の皮下注入歯のある所へ，あるいは   
風が「赤子を怖がらせる声」を   
フクロウの半宝石猫目石で飾られて   
放っておかれたイチイの木から持ってくる所ヘ一  
日覚めていたり，眠っていたり，「持ち上げた耳を鋭い先端へ伸ばして」  
などして一変は育とうとはしない。  
我らは或るものは好きにならないし，英雄も   
同じだ，かなめ右や   
不確かさを逸脱させ，   
森 田  孟   10  
人が行きたくない所へ   
行き，苦しみながらそうだとは   
言わず，何かなかなかなものが隠れている所に   
立って耳を傾けながら。英雄は後込みする  
それの在るがままの姿が翼を包み込んで，対の黄色い眼を  
して飛び回る時にあちらこちらへと－  
震える水笛の調子を立てて，低く，   
高く，低音の裏声の甲高い声を立てて   
鳥肌が立つまで。   
ヤコブは死に瀕した際，訊ねたものだ   
ヨセフに，これらは誰ですかと，そして   
二人の息子を，弟の方を最も，祝福して，ヨセフを苛立たせた。それで   
ヨセ7は或る人々には厄介な存在になりつつあった。  
キンキナトスがそうだった，レグルスが，そして我らの同胞の或る者たちは  
信心深かったがくピ／レグリム〉同様  
ずっとゆっくり公文書を   
見付けなければならなかったのだ，疲れはしたが希望は抱きながらⅦ   
希望は希望にはならないのだ   
希望の根拠が全て消失して   
しまうまでは。そして寛大に，仲間の   
失敗を 母親のような女性か   
猫のような一感情で  
傍観しながら。小洞窟の傍にいるフロックコートを着た  
礼儀正しい黒人は  
彼女と一緒にいる自分に，これは何だ，あれは何だ   
マルタはどこに葬られているのだ，と訊ねる   
大胆不敵な観光の浮浪者に   
答える，「ワシントン将軍は   
そこに，将軍夫人は，ここに」と，まるで   
芝居の中でのような口をきき彼女は見ないで，   
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人間の威厳を備え  
神秘への敬意を見せながら，シダレヤナギの  
影のように立ちながら。  
モーゼはファラオの孫息子にはなれないであろう。   
私の平常の食物は   
私が食べるものではない   
と英雄は言う。彼は景色を見に   
出かけるのではなく，見る苦の水晶物体を   
見にであり－内的な光で溢れている   
萱目すペきエル・グレコそれはそれが  
手放したものは何も欲しがらない。そこでこれをこそ人は知るのかも知れない  
英雄だと。  
月相和・，40（June1932），12628．  
作中には引用箇処もあり，自注が欲しい詩だが，何もない。LuciusQuinctius  
Cincinnatus（519？？439BC）は，ローマが危急に陥った際（458BC，439BC）  
出園生活から呼び戻されて独裁官となり，平和回復と共に田園に帰ったという  
半伝説的人物。Marcus Atilius Regulus（？250BC）は，第一次ポユニ戦役  
当時のローマの将軍である。〈ピルグリム〉Pilgrimは，言うまでもないがThe  
Pilgrim Fathers（米国Massachusetts州のPlym（）uth植民地建設団。英国国  
教会への不満から1620年Ⅳhyflower号で新大陸に渡り，上陸地を出港地名の  
Plymouthと名付けてそこに居を定めたSeparatist［分離派］の一団，102名）  
の一員のこと。   
この作品は，「尖塔職人」「研究者」1Jと並んで同じ詩誌の同号に「小説の一  
部，詩の一部，戯曲の一部」と題されて発表されたもので，その順だと，これ  
は，戯曲の一部となろうか。確かに劇的な構成であり，個人の好み，希望，人  
間の威厳，内的な光，などが問題にされ，読者に思索を促してやまない作品で  
ある。20数年後に再び，エル・グレコの登場する作品をムーアは書く。次の詩  
で，標題が本文の第一行を兼ねる。   
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様式  Style  
は整える エスキュデロの毛髪の紐はゝさで描く月形の垂直線  
軸の定数にそのスケーターの彼らしい逆反りに。  
エスキュデ口軽 熱狂的に調整させる  
人はいない，   
傾いた帽子を，他人では組み合せられない緩急の速度を。  
それで我らはその古典的な  
輪郭を展開する他に，ディック・バトンユノ は細っそりと肉がそげ落ちて  
いるが－  
イベリア＝アメリカ選手権保持者をまだ保有している，  
あの物j妻いエッチェバスター意を。うっとりしてしまったのではなかったか，  
ソレダッド③に。  
悲しくはない黒衣に覆われた孤准。  
カザルスからの手紙   
のように，それとも恐らく，例えば，矛盾するようにチェロに  
作られた文字通りのアルファベットの  
S字形響孔のように，それとも我らは彼女を呼ぶべきだろうか  
〈ラ・ラガルタ〉 と，それとも螢がぴかぴか光っている竹，  
鏡のような湖面，半ば回転させて使うラケットの  
垂直打法がもたらした渦巻と。  
まるで毒蛇を   
両断するかのように，彼女は三度矢のように身体を折り曲げながら大失敗  
することなく身の安定を取り戻せる，  
闘牛士だったのだ。全く，彼女は罪を許されている。  
エッチェバスターの技術，彼の猫のようなゆとり，彼の鼠退治の身構え，  
彼の先を見越しての駆け引きは 嫉妬を予め排除するのだ  
丁度，伝統的にぐらつかないのが慣習になっている  
サンデマンの水夫が   
エスキュデロの場合や，あのギター，ロザリオ逼：の場合のように－   
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ぷらりと垂れ下げた手の手首の静止と同じように，  
それは突如 羽音を立てるように早く早く早くそしてもっと早くなって  
ゆくのだ。  
相応ししゝ直喩などはない。それはまるで  
バナナの中で等距離に並んだ三つの小さな種子が描く弧が  
パレストリーナによって結合されたみたいだ。  
それは両眼のようだ，   
それとも顔だと言おう，エル・グレコの描くパレストリーナの。  
おお、エスキュデロよ．ソレグッドよ，  
ロザリオ・エスキュデロよ，エッチェバスターよ！  
心丁如上ふ鹿梢巧55（April12，1956）423．  
自注 ① ∧壱ヱtJyロケ東rオ7乃β5［八二y二r と以下略］，1956年1月2日の写真  
参照。   
② Pierre Etchebaster，第一次世界大戦時の機関銃射手で，バスク球技の  
ペロタのフランスでの優勝者。1922年にコートテニスを始め，1928年にアメリ  
カ選手権保持者となり，1954年に引退した（Ⅳ．y．r1954・2・13，1955・2・  
24）。   
N y二T．1956・1・19。「引退した元世界選手権保持者P．Etchebasterと  
FrederickS．Moseleyは，昨日のラケット・テニスクラブでのプロアマ混合  
ハンディキャップ付トーナメント大会で，56，6－5，6－5のスコアで  
勝利を収めた・＝」［と詳しい記事をそのま麦引用している］   
③195051年，アメリカで踊った。   
④ RosarioEscudero．VicenteEscudero一団の一員だが親類ではない。  
この作品，アイススケータ【，ラケットの優勝者，スペインの踊り子たちを  
讃えるのだが，冒頭の「垂直線執の定数」のイメージが示唆するように，不変  
性の賞讃であり，それは，精神上の価値としても美的な優雅さとしても，個々  
の具体的なものの一時性とは相対立するものである6）。科学的な技術への讃美  
（「四箇の水晶時計」「アスクレービオスの杖丁）」「大理石と鋼鉄」他）と共に，  
人間の示す技能の正確さや技術をムーアは常に讃えてやまなかった。その現わ  
れの一篤であると共に，彼女のスポーツ好きもよく窺える。自注に見せる引用   
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の詳細さは，動物や運動に関するものの場合，特に著しい傾向がある。   
サンデマンSandemanは太平洋上のSand島のことか㌔ パレストリーナ  
Palestrinaはイタリアの宗教声楽作曲家（1525？94）である。  ＊補注l．   
ムーアの，レオナルド・ダ・ヴインチへの想いも深いものがある。  
レオナルド・ダ・ゲインチの  LeonardoDaVinci，s  
聖ヒエロニムスと彼のライオンは  
壁が半ば剥がれた  
あの隠遁者の庵の中で  
共有するのだ 賢者のための聖所を一  
共同の仕組を，言語で詠われた熱烈で  
創意に富んだヒエロニムスと  
ヘラクレスの棍棒も何ら効果のなかった  
皮膚をしていたのと同じようなライオンとの。  
その獣は 客として受け容れられて，  
尤も，修道僧の中には逃げた者もいたが  
その鈎爪足を  
砂漠の茨に赤く染めたまま  
僧院のロバの見張り役としてじっとしていた…  
それが消え失せると，その見張り役の餌になってしまったのだ，と  
ヒエロニムスは推定した。それからその客は，ロバ同様，  
薪を運ばせられることになり，抵抗しなかった，  
だが間もなく，そのロバの存在を  
突きとめて委ねたのだ  
その恐怖に駆られた  
盗賊共のラクダの隊列を丸ごと 後悔している  
聖ヒエロニムスに。嫌疑を晴らしたその獣と  
聖人は とにかく一対となった。  
そして今や，彼らは同じように振る舞い，同じようにも見えるので  
彼らのライオン同士ぶりは公認されたように見える。   
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穏やかに だが 激しく－  
というのも もし両方共でなかったらどうして  
彼は偉大になり得ただろうか。  
ヒエロニムスはこれまでの過ごし方のせいで衰弱して∽  
何を食べたにしろ細っそりした腰付きになりながら  
我らにウルガタ聖書を残してくれた。それがレオの中で  
ナイル河の丘が飢饉を阻止する食物を育て，  
ライオンの口を適切な泉にしたのだ  
普遍的ではないにしろ  
少くとも世に知られないわけではないものに。  
そしてここでは，要約には殆どならないけれど，天文学か  
淡い改料のせいで，その黄金の一対は  
レオナルド・ダ・ヴインチの素描の中でr太陽に  
染ったように見える。輝き続けよ，絵よ，  
聖人よ，獣よ，そしてリオン・ハイレ・セラシーは王室の  
ライオンを君主の象徴として従えながら。  
－7鮎∧玩〃n崩御 35（July18，1959）22  
自注 Tfme，1959年5月18日号73頁参照。ヴァテイカン宮殿にあるレオナ  
JL／ド・ダ・ヴインチ作の未完の素描「聖ヒエロニムス」と，JamesJ．Rorimer  
の序文付『フランスの王子，ペリー公爵ジャンの美しき時代』（ニュ【ヨーク・  
メトロポリタン美術館，1958年刊）。  
聖ヒエロニムス（340？420）は古代キリスト教の代表的な教父で，ラテン  
語訳聖書ウルガタの完成者。ハイレ・セラシー（189卜1975）はエチオピアの  
皇帝く193036，194175）で，イタリアがエチオピアを占領中は英国に亡命し  
ていた。   
「レオ」には語源上「ライオン」の意があり，従ってこの作品にも一種の言  
語遊戯の趣きがある。五年後，ムーアは再び，ダ・ヴインチの作品を書く。こ  
こiこは，フローレンスの画家・建築家Giotto（1266？1337）も登場する。   
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忍耐だったのだ   
肉体を寒さから衣服で包み守るように  
魂を保護するのは。それで「大きな不正は  
人を困惑させるには無力だった」一  
それで 彼を悩ませたように見える諸問題は   
彼に果実を生ませ，記憶が  
過去を現在にした－  
「瓢箪をしっかり確かに  
掴む」ように。  
「余りにも愚鈍なため   
一つ事を巧く成し遂げられないなどということばない。賞讃に  
値しないのは，一語しか知らなくて  
多様さに欠けている  
雄弁家」。高貴さが妨げたのだ   
彼の葡萄に重荷となっていたかも知れない  
ケナガイタチとか蛇のようなものが  
彼の活力となるのを。  
それは それらを近づけなかった。  
或る情熱を込めて   
彼は措いたのだ 花々を団栗を岩々を－徹底して，  
ジオットーのように，大自然を  
試金石に①，模倣に≠  
ローマの汚点に一して，自分の成し遂げたことを汚したりはしなかった。   
彼は背信だと見たのだ  
一つの型にすっかり依ったものを。  
較べようもなく 全ての人々に  
崇拝されて 彼は   
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失意に陥った。微細な点で   
比類ない顔付きをしたレダは  
その打撃を和らげられなかったのではなかろうか。  
「悲しい」各・＝とレオナルドは言って   
しまえなかったのだろうか，「その通り，証拠が私を拒むのだ。  
もし全てが流動性なら  
数学は用をなすまい」と。  
「いやしくも何かが成し遂げられたのか  
どうかを教えてくれ」という代りに。  
－7鮎∧融〃n浴料 40（August29，1964），52．  
自注．Sir Kenneth Clark著『レオナルド・ダ・ヴインチ：芸術家としての  
発展考』参照。「絶え間ない精力。もしあらゆるものが絶えず流動していたら，  
レオナルドが信頼していた数字によってそれを制禦するわけにはいかなかった  
であろう。」   
① EdwardMacCurdy訳レオナルド・ダ・ヴインチの『手帳』参照。   
② NewYork大学歴史学準教授Dr．HenryW．Nossが，ある講演でレオ  
ナルド・ダゲインチを引用した言葉。  
Albrecht Diirer（14711528），EIGreco（15411614）－クレタ島生まれ  
で，イタリアとスペインに住んだ画家・建築家・彫刻家，Leonardo da  
l7inci（14521519），いずれも15～17世紀の画家たちで，ムーアの好みが窺え  
る。現代の画家ではベルギーの女流Ren6 Magritte（1898－1967）も好きだっ  
た（「手品師の隠れ処」即）。技術の申し分ない完璧さへの嗜好が如何にもムー  
アらしい。   
動植物の詩と共にムーアの作品には，地理と文化・風土の種々の関係を扱っ  
たものが重要である。「尖塔職人」がそうだった。「ニューヨーク」別や「スペ  
ンサーのアイルランド」刷の他に，次の三馬を本稿では取り上げよう。   
訪れて感銘を受けたり，新聞・雑誌の記事に触発されたく機会詩〉である。  
英国  Englamd  
には，赤子の河川や小さな町々があり，その各々には僧院や大寺院があり，   
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声々に満ち－「おそらくは一つの声が，巽廊中に反響しているのだろうが  
適合と便宜の基準がある。そしてイタリアには  
それに相応しい岸辺があり一快楽主義を巧く目論む  
粗野が引き出されてきたのだ。  
そしてギリシャには山羊と瓢箪と  
修正された幻影の巣とが。そしてフランスには  
「夜行性の蝶の蛸」山がおり，  
その産物の中で構成の神秘が  
人の注意を逸らすのだ 本来，人の目的であったもの仙  
核心にある物質から。そして東洋にはそこの蛸牛，その情熱に充ちた  
速記術及びあばずれゴキブリ，その水晶，そしてその泰然自若ぶり，  
全てが博物館の特性に充ちて。そしてアメリカ，そこでは  
南部で 小さな古い がたびしした二人乗り四輪馬車が走り，  
北部では街路で巻き煙草が煙になってゆく。  
そこには校正係はおらず，蚕はおらず，脱線はなく。  
野人の土地，革もなく，連鎖もなく，言語もない国で，そこで書かれる手紙は  
スペイン語でもギリシャ語でもラテン語でもなく速記でもなくて  
犬猫でも読める飾り気のないアメリカ語だった！  
讃美歌［psalm］や凪［calm］のくa〉の字が  
蝋燭［candle］の〈a〉の音で発音されるのは甚だ注目されるのだが  
何故 思い違いの諸大陸が  
事実によって説明されねばならぬことになるのだろうか。  
マッシュルームに似ている毒茸がある  
からといって 相方とも危険ということになるのだろうか。  
食欲と誤解されるかも知れない血気盛んさからは  
急いでいるようにみえるかも知れない熱気さからは  
如何なる結論も引き出せまい。  
事態を思い遣ってしまったということは 告白してしまったことになる，充分   
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遠くまで見なかったのだということを。  
中国の純化された知恵，エジプトの明敏，  
ヘブライ語の動詞の中に圧縮された  
情緒の大洪水風の奔流，  
次のように言える人の書物一  
「私は彼以外の誰をも羨まない，しかも彼だけしか。  
私より多くの魚を捕獲するから」ぎと 、  
あらゆるそういう著名な優越感の花と実〈  
もしアメリカで出逢わなければ  
それはそこにはないのだと想像しなければならないのだろうか？  
それが一つの地域に限定されたことは一度もなかった。  
〉7Ⅵgβ由仁68（April1920），422－23．  
（自注） ① ETtさ   
② 『釣魚大全』（1653，55）［1zackWalton（15931683）の怪著。動物好  
きのムーアは，この書物を愛読したらしく，他の詩にも引喩として使用してい  
る。］  
次の二篇は，ジェイムズタウンに関するもので，アメリカ合衆国発祥の地へ  
の想いである。前者は特に大作の重要作品である。  
ヴァージニア・プリタニア  VirginiaBritaIlia  
青白い砂が英国の旧領を   
縁取っている。大気は柔らかく，暖かく，熱い，  
ヒマラヤ杉が点在するエメラルド色の海辺の上は。  
そこは知られていた 狸狸紅冠鳥，赤服着用の英国マスケット銃士，  
アメリカノウゼンカツラ，王党員，  
英国国教会司祭，及び，熱狂的な教区民には。教会の  
床のレンガの上の鹿の   
足跡と，表面に碑文を彫った肌理細かい舗装材製塞が，残っている。   
今や途方もなく蔓草に囲まれたエノキは  
キヅタの花できらきら飾られて   
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高い塔を翳らせている。  
而して偉大な罪びとは、室、ここ，アメリカスズカケの木の下に横たわりおり。  
バイモが ジクザク形に進んでいる，   
この通常ならざる人にして罪びとの  
内陣の翳立った永眠の場所に向かって。彼は  
楽しい廻りを待っている。ウェレウォ  
コモコ凄）の毛皮の王冠も 我々より  
何ら奇妙なわけではない。ダチョウを使ったりラテン語の標語を付したり  
小さな黄金の蹄鉄を付けたりしているのだから。   
毒牙の射出物で妨害された有能な開拓者のための武器だったが   
トルコ人のように顔料を塗っていたが，それはどうも絶えず  
クック船長を興奮させたようだ  
彼は 下位の者には  
辛抱強かったが，対等の者には喧嘩早かった，そして  
ポウハタンには感謝すると共に，同程度に   
論わなかった。彼は素晴らしいインディアンで，王冠を  
クリストファー・ニューポートによって授けられたのだった！ この旧領は  
一面緑のツゲで彫刻を施されたような地表をしていた。  
殆ど英国人の共有草地がそこを  
取り囲んでいる。世話が行き届いて 英国にはいない昆虫の鳴き声の響き  
の中に  
白く石垣を這う薔薇が育った。   
ダニエル・プーンの葡萄蔓のようにびっしり巻き付いて，その茎は広い間隔  
の大きな   
太く短いものと，林立ったダチョウの皮膚状床とが交互になっている。  
世話が行き届いて イチイが壁状に育った，  
インディアンたちが知っていたから，  
オールド・フィールド要塞とジェイムズタウンのような狭い岬の土地とを。  
簡潔なヴァージニア人を観察してみよう，   
あの血気盛んな老練な人を，彼は臭を   
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木から木へと追い立て，ウイツププアウイルや雲雀や  
キリギリスの鳴き声を真似る鉛色を  
した鉛灰色の脚のマネシツグミ，それは頭を  
半ば逸らして 大理石に彫刻された  
眼のように生気のない瞑想に耽った   
眼をして，音も立てず木に止って，半太陽の中で黙視しながら   
何も見ていないかのように長い細い脚で立って  
人目に立ちながら，ぽつんとしている  
鉛製のキューピッドの  
群で台座を作った石の而のテーブルの上で。  
狭い矢筈組みに積んだレンガ造りは   
倭性のクサツゲで縁を囲まれたパンジーの  
傍で塵っぽい桃色をして，キヅタの四阿の陰を分ち合っている，  
各々の側に一つある共同墓地のレースの肘掛け付長椅子と  
また 小鳥とも。クサツゲで縁取られた沿岸  
地方の巨大な漆黒のパンジー壮麗さ，誇り  
十年ではなく   
一日だけ 圧倒的なビロード状に化粧されて，そして   
灰青色のアングルーシアの雄鶏の羽状の淡いパンジーは  
端がインクで縁取られて，柔毛獣の  
眼をし，頼は  
黄土色をして。その最初はゆっくりした乗用馬の機敏な騎馬行列は  
派手にぴかぴか光る障害用馬と   
五種歩訓練ずみ＊の馬とから成っていたが，それと，作業用ラバと －補注2  
見せ物用ラバと魔女の十字架付き扉と「堅固で心地よい牢獄」：らが  
それまでに生じてきたことの一部である票人の  
慣用句では 「輪を描いて  
後方へ前進すること」から，また，ポトマック河を  
コウウチョウのように飛び越えることからも，そして   
チカホミニイ河畔で異人種の地位を確立する，   
怠慢な味方にして暴虐な   
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最上の敵として。珍しく香りの  
ない，先見の明に富んだ  
ように強烈で，余りにも甘美で，辻棲の合わない花壇！ 旧領の  
花々は好奇心を唆る。あるものは日中に   
凋み，あるものは夜中に花を閉ぎす。あるものは  
芳香をもち，あるものは持たない。緋色の壁をびっしり付けた  
実のよく成るザクロ，セントポーリア，  
フクシヤにツバキは 全く持たない。しかし  
家の高さになるきらめき輝く緑のモクレンのビロードの  
手触りの花は 麻痺   
させるような香りに満ちていて 思い遣りのないこと   
クチナシの香同様だ。クチナシの若枝の  
もっと濃緑の葉の  
暗い葉脈さえ 光に  
透して見れば その近くにいる小さな蜂の数は余り変りない  
サルスベリの縁飾りの付いた網状の   
中身のない幽かな花と較べても。風変りなパマンスキー  
王女iま，鳥の鈎爪耳飾りをして，マッタポニ河からの  
アライグマを愛玩していた（何たる熊カゝ！）。女らしい  
風変りなインディアンの若い淑女！風変りな薄い  
紗と兢王自織りの衣装を纏った英国の淑女！ イリ阜ガメの  
肉と冠毛付きスプーンが   
養うのだ フランス製のプラム色とトルコ石空色の茎製安楽椅子の   
真鎮の取っ手付き薄板正面扉の 女支配者を，そして到る所開放された  
日陰の家が，英国の貴族への表敬から  
名付けられた郡にあるインディアン名の  
ヴァージニア の流れの畔にある。ガラガラ蛇がやがて  
言った 我らのかつては勇み立つ余り   
気後れを感じることなどなかった最初の旗から，「私を  
踏むな」と一新しい共和国の気転の効かない象徴。   
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優先権は 謙虚さで知られていたわけではない  
この地域で育成された。甲高い  
声で鳴き続ける蛙，ヌママムシと綿花畑の  
ある場所。跳ね走る   
狼の意匠の特異なローレンス陶器，そして海面の   
近くをぶらぶらしている 中途半端な緑の中の  
余りにも無毒なイリエガメがいる。  
煙草の収穫高が  
教会のそこここの壁に記録されている。く悪魔の木材置場〉。そして  
ジェフアソンによって築かれたレンガー個の厚さのぶ   
蛇状の壁。絞殺者のようにイチジクが窒息させるのは  
パンヤンノキであり，探検家や帝国主義や  
我々の一人をではないので，それも我々の気に入ったものを  
取ることで－俗にいわゆる入植  
することで 【 はないので慈悲の同意語になってきたのだ。  
鹿皮の冠、をを被った   
アメリカインディアンは，その残虐さで有名だが，必ずしも筋力と   
獣性だけなのではない。戸外の食卓，  
マンドリン型の大きく  
また小さいイチジク，  
蚕用桑の木，アカザカズラを緑に添わせた  
フランスのマル布地服などは，   
植民者たちが ここ 沿岸地帯ヴァージニアで  
見い出したものと較べたら，全くの  
贅沢品なのだ。単なる褐色ヨーロッパカヤグリも やたら  
熱心に，人間が信頼して  
近づいてくるのに満足を抑えかねて  
暗がりの中でさえ   
溢れたつうっとりした喜びを歌い出す一キャラウェイ   
斑雀は 家の敷居際の露にぐっしょり滞れた  
杜松に止った，  
23   
森 田  孟  24  
この小さなヨーロッパ  
カヤグリは 雲雀よりは七分早く目覚めるでのだ。  
カシノキの波打つ大枝の   
暗くなってゆく線条細エ，今や古木となった  
ヨーロッパエノキとは不可分の  
シダレイトスギの輪郭のくっきりとした堅固さは  
実体を失って  
土壌の一部となるのだ，日没が ますます  
葉が彫られたようにくっきりと   
黒くなってゆく緑の隆起を背に 燃え立つ時には。その間 雲は町の   
自己主張の上に拡がりながらそれを倭小化し，重要さを  
誤解させうる尊大さを  
頬小化するし  
子供に対しては 栄光とは何なのかを暗示するものとなるのだ。  
L埴andLette737bdめ），13（December1935），6670．  
自注 WilliamStrachey著『ヴァージニア・ブリタニア旅行』参照。   
① ジェイムズタウン教会墓地の碑文，「ここにロバート・シヤードウッド  
の亡骸眠る。ロンドン近郊ホワイトチャペル教区に生まれた偉大な罪びとにし  
て楽しい逸りを待つ」。   
② Werewomoco ポウハタン（Pawhatan）の首都。沿岸地帯ヴァージ  
ニアを占有しているアルゴンキン族のおよそ30部族連合のインディアンたちの  
中で，ポウハタンは戦時首長かheadwerowanceであった。彼は鹿皮の外套  
山今はAshmoleanにあるをニューポート船長に贈った。同船長とジョ  
ン・スミス船長によって王冠を授けられた時に。  
（卦 ダチョウと馬蹄。ジョン・スミス船長の紋章に付いている頂飾りとして，  
馬蹄を噂にくわえたダチョウー即ち，無敵の消化力は，次の標語＼Jincere  
estvivere．（征服することは生きること）を反復している。   
④ 中部植民地現ウィリアムズバーグのこと。   
⑤ ヴァージニア大学の構内にあるジェフアソン設計になるレンガー箇分の  
厚さの壁。   
⑥「彼（アラハテク）は我らの船長に，赤染めの鹿皮製の自らの冠を与えた」   
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『ヴァージニアの首長にしてニューイングランドの提督ジョン・スミス船長の  
旅と偉業，15801631』A，G，Bradleyの序文付き，Arber復刻版。   
⑦ 大英帝国博物者協会は，このヨーロッパカヤグリが，雲雀より七分早く  
鳴き出すことを発見した。  
自注の詳細にも，この作品への作者の想いの深さが現れていよう。自注⑦な  
ど，如何にもムーアらしい。これから37年後にJamestoⅥ7n創設350年記念の  
年には，二行連句で，押韻する作品を発表する。  
十分  EI10ugh  
ジェイムズタウン，16t）71957  
ある者は「安全祈願」号に，「スーザンC」号に乗って  
他の者は「発見」号に乗って  
見い出したのだ 自分たちの余りにも世俗的な楽園が  
希望の死滅した楽園だと，  
見い出したのだ それどころか悪疫と伝染病とを，  
生者より死者の数がまさることを。  
最良のものと最悪のものとへの同じ報酬は  
不運な共産主義で，初めのうち試練に会った。  
当初，各々三エーカーの土地で  
六ブッシェルは返済されて 彼らは生きてゆけた。  
デイル船長はなったのだ 人攫いに一  
所有者に無法に。拍車をかけても  
全く無駄だと絶望した時に。例え  
彼の犠牲者が彼女の犠牲者を解放していたとしてもー   
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ジョン・スミス船長よ。気の毒にポウハタンは彼と和解せ  
ぎるを得なかった，惨めな思いをさせられて。  
それから教育が－陰険な頼みの綱が  
なされ，魅力を高められて ポカホンタスは勿論 開花した  
結婚へと。ジョン・ロルフは彼女と  
恋に陥り，彼女は一実の彼女以上の  
地位になって 自らの名前は放棄した  
が，その身分は余り卑屈なものではなかった。  
冠毛のあるモスローズが魔法をかけるし，  
一様に緑色の芽にも，同様に，  
芳しい冥弁のある古い深い桃色のものは  
バルサムの香りを添えているが それが染みついているのは  
赤褐色の皮賛し用樹皮が太陽を浴びている所  
較べようもない程心を唆る小道。  
まず第一にそうではなかった。選り抜きの  
無技巧なまでに完全なフランスの効果は  
初めは重要ではなかった。（韻を踏んで話すなかれ  
飢えの時代に気の狂った人々のことを。）  
試練に逢ったのだ 余りにも不自然になって  
共食いをするようになるまでに。  
結婚，煙草，それに奴隷制が  
自由を創始したのだ   
機会詩人の画家と連想マリアン・ムーアの世界  27  
く釈放〉が あの今や論争の的になっている  
雑草の種子をもたらした時に¶  
杏められることなき 植物赤頭巾を。  
答められることはない，が 何が良いのか誰に分かろうか。  
黄金探索の犠牲者たちは  
貞土を掴むに到った。  
花の咲かない場所を明示する  
幽かな力しかなくては  
最も熱烈な人々でも確信できたであろうか  
持続しそうなものを自分たちが成し遂げたのだと。  
十分だったのだ，十分なのだ  
もしも現在の確信が 部分的な証拠を改善するなら㌔  
、7鮎†竹薮扇出払御世均りk壷町33（Fall1957）5002．  
自注．1957年5月13日北米最初の英国人の永住植民者がジェイムズタウ  
ンに上陸した350年記念日－－－三機の合衆国空軍超サーベルジェット機が，ロ  
ンドン＝ヴァージニア間を無着陸飛行した。その三機は，「発見」号theDiscov－  
ery，「安全祈願」号the Godspeed，及び「スーザン・コンスタント」号the  
Susan Constantで，それぞれ，Lady Churchi11，JohrlHay Whitney大便夫  
人∴W．S．ルIorrison英国下院議長夫人の命名による。（」ヽセ乙〃iわ戒rわ裾g5，1957  
年5月12，13日）。   
英国を四ケ月程前の元旦に出発した植民者→行は，チェサピーク湾に入り，  
「陸地に降り立って大地を抱擁し，身をすりつけ，接吻し，涙をはらはら流し  
て，神に感謝を捧げた＝‥＝」（PaulGreen，「旧ジェイムズタウンの叙事詩」  
∧セzt・i句戒r乙7柁どぶ〟（堵揖オ柁ピ，1957年3月31日）。   
① Yaleの礼拝堂付き牧師で『大学礼拝堂の朝々』朋加制頑㌍玩CoJ毎  
ChaPelの著者Dr．CharlesPeabodyが，1896年に，過去の利得は我々が現在  
それを完全なものにしない限り，利得にはならない，と言った。   
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ウィリアムズバーグWilliamsburgは，現在，往時の姿がそのまま復原され  
ていて，合衆国に数ある野外博物館の中でも白眉のものとなっている。アメリ  
カ人たちが一度は訪れる，彼らの原点確認の史跡である。夏休みなどには，家  
族連れが近くに宿泊しては何日も通いつめて，北米最初の植民地の生の生活や  
雰囲気を実体験して楽しむ姿でにぎわっている。   
連想は複数のものへと想が連り及ぶことだから，当然といえば当然かも知れ  
ないが，ムーアの連想は彼女に，「AandB」の型の標題の作品を『完全詩集』  
125篇中，計6篇作らせた。「批評家と鑑定家」“Critics and Connoisseurs”，  
「選り好みと選択」“PickingandChoosing”は拙訳ずみ1‖なので，本稿では  
次の三馬を取り上げる。もう一篇は，「試合後の放送記者に示唆されて」なる  
副え書きを有する「野球と書くこと」“BaseballandWriting”（初出，771e∧セれ 
Ybrker，37．December 9，1961）で総計85行のかなり長い詩である。「書くこ  
とは人を興奮させるし／野球は書くことに似ている」（Writingisexciting／and  
baseballislikewriting．）と主張し，New YorkYankeesの往年の名選手た  
ち，Roger Maris，YogiBerra，Mickey Mantleなど，なつかしい固有名詞  
が頻出する。本稿ではこれは割愛する。  
海のイッカタと陸の一角獣  SeaUnicornsandLandUnicorns  
は各々のライオンを従えて  
「測定されたことのない尾を持つ強力な一角獣」エ  
これらは正にあの，1539年の  
地図製作者たちによって措かれた動物で  
大胆に回転しており  
その有様は  
転がっているうちに白く見える長い船が  
巨大な雑草やあのウミヘビを追い散らすようだ，  
泡の中で輪になっているウミヘビの姿は「船荷主を不安にする」慮のだが。  
航海者が海のイッカクの角をどのようにして獲得して  
エリザベス女王に献上したかを知っているので，  
というのも女王は，その角を10万ポンドの値打だと思ったからだが，  
それで彼らは，好きな所をたゆまず泳ぎ続けて   
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見つけるのだ 石のようにもっと小さい石共々浜辺に散らばって  
アシカが群棲している所を  
そして熊が白いことも。また  
発見するのだ，南極大陸を，そこのペンギンの王たちと氷の尖峰を，  
それにジョン・ホウキンズ胸】のフロリダに  
「陸の一角獣とライオンが沢山いるのも  
一方がいる所には  
その大敵も見当らぬ筈はあり得ないから」③だと。  
かくして本来甚だ対立する個性同士が  
結合され得ることになる，両者の  
意見が一致する時，彼らの合意が  
「政治，交易慮，法律，運動，宗教，  
陶器収集，テニス，及び，教会へ通うこと」などで大きくなるような具合に。  
人は気付いてきたのだ 刺繍品の上の不思議な動物たちの  
この四重の組み合せに，  
そこに織り込まれていたのは 相違を解決する「洗練された花輪」⑤  
茨，「ギンバイカの苔と月桂樹の掠」，  
「蜘蜂の巣と，木の癒と，桑の木」⑥  
瑠璃色と柘檜色と孔雀右色の  
プリタニアの海のイッカクは，反抗を示す子供を伴って  
ニューイングランドの海洋に固有であることをこれ見よがしに今や示しており  
その陸のライオンは奇妙にも寛大だ，あの穏やかな同等物  
西の水のライオンに。  
これは不思議な友愛だこれら海のライオンと陸のライオンとの，  
陸の一角獣と海のイッカクとの。  
ライオンは礼儀正しく猛り狂い  
エクアドルの尾長熊⑦のように 馴れて譲歩を示す  
ライオンは 森を成す織り込まれた大気の衝立てを  
背にして立ち上っている，  
一角獣もお返しに 後脚で立ち上って。  
猟師たちにとっての難問は この獣の中でも最も高慢なものが  
角をもたずに生まれたものたちとどの様に区別されるかだ，  
聖ヒエロニムスの飼い馴らされたライオン同様に召使いとして使う際に。   
森 田  30  
犬たちは我が身に向けて  
その角から放射される  
鎖冨に驚愕する－  
それでも犬たちは 追いかければ捕えられるかのように執拗に追い続ける。  
その白い外皮のように燃えながら まるで火晰賜の皮膚のように消兼毛されるこ  
とのないその「月光の喉」甘から「快い恐怖悪を引き出しながら烏  
非常に用心深くて幾世紀もの間姿を消していて，また再び現われても  
決して捕獲されることなく  
一角獣は保持されてきた。  
熟練した鍛冶屋の製品のように作られた  
比類ない工夫渦によって¶  
この動物は 崖から真先に  
頭上にあの→本の角を投げ出しても  
傷つくことなく歩み去る，  
この離れ業に熟達していて，といってもそれをヘロドトス邪同様  
私も絵でしか見たことはないが。  
かくしてこの奇妙なまでに捕え難い不思議な動物は  
特異なものになってしまって  
「生きているところを捕えるのは不可能で」⑫  
そのもの同様，悪気のない婦人によってしか飼い馴らされない一  
奇妙なまでに野生のままで穏やかでありながら，  
「たてがみ，あるいは角の幹一本の獣の  
アントレツトのように真蕃ぐで細っそりしていて」。籠  
印刷されたページの上に，  
また 口からの言葉によっても  
我らはその全ての記録とそれが次のように食刻されている様子も  
所有している仁欺きも恐れることなく，  
古い天体図の馬に似た怪物のように，  
雲や聖母マリアの青色の衣服のそばに，  
「到る所幽かにヴェニスの黄金色と銀色と  
或る“0’’の形の蛇で」見かけをよくされて  
→角獣が「pavon■を高々と上げて」3〕熱心に近づく，  
遂にこの不思議な敵の外観によって描かれるに到ったのだ，  
＊補汗3   
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地図の上に，「彼女の膝の上に」，思  
その「穏やかな野生の頭が確かに横たわる」。  
一丁んとβ言〟g，77（November1924）41113．  
自注 ① Spenser   
② VioletA．Wilsonが『ェ1）ザベス女王の栄えある女召使いたち』（Lane）  
の中で01ausMagnus著rゴート人とスウェーデン人の歴史』を引用して，  
ウミヘビに関して航海者Cavendishのことをこう書いている，「彼はテムズ河  
を豪著に遡行して行った，船の帆は黄金の布で張り，部下の水夫たちには豊か  
な絹限を着せて。多く・は，探検者たちが貴婦人たちへの贈物として持ち帰って  
きた珍品揃いであった。女王が当然ながら最初に選び取り，10万ポンドの値打  
ちのある一角獣の角は彼女の所有に帰し，それはウインザー城の宝物の一つに  
なった」と。   
③JohnHav．▼kins卿は，「フロリダの森林中に陸の一角獣が生存すること  
を肯定し，彼らが存在することからライオンも豊富にいると帰納した，この二  
つの動物の間には敵意があり，それ故，〈一方がいる所にはその大敵も見当た  
らぬ筈はあり得ぬ〉からと」。   
④ HenryJames，Eng［ishJ五）Z〝S（1905）   
⑤J．A．Symonds．   
⑥ エリザベ ス女王の衣服に関しては，「蜘蛛の巣と木の癖と桑の木」「ある  
ペチコートは，到る所，ヴェニスの黄金色と銀色と幾つかの“0’’の蛇で細か  
く刺繍が施されており，美しい緑は，海，雲，虹のように刺繍されていた」。   
⑦ C．H．Prodgersは，『ポリヴイアでの冒険』（Lane）p．193で，自分が  
買った不思議な動物について語っている。「それは長い草を食べさせられてお  
り，私は10シリング払った。結局は，尾のある熊だと判った。RowlandWard  
は，野生の生命について自ら書いた本の中で述べている，〈最も珍しい動物の  
一つに，尾のある熊がいる。この動物は生存が知られており，非常に稀で，エ  
クアドルの森林にだけ見い出される筈だ〉 と。そしてそこが，私にこの動物を  
売った男がそれを捕まえたと言った所だった」。   
⑧ Punch誌（1923年4月25日）の無署名の詩「中世の」“Mediaeval”。  
（卦 「読書の愛好者は，Bertram卿と幽霊の出る部屋から，快い恐怖を引  
き出すだろう」LeighHuntの『自叙伝』。   
⑩ Bulfinchの『神話集』頻′〟けわ鉛1，「一角獣」の頃。   
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⑰ ヘロドトスは不死鳥について言っている，「私自身も絵の中ででしかそ  
れを見たことはない」と。   
⑩ プリニウス   
⑬ CharlesCotton，「M．H．への碑文短詩」  
あの綿毛が架球の細かく締れた  
花冠を飾るように柔らかく雪のように  
冠毛のようにあるいは角の幹一本の  
獣のアントレツトのように。  
ムーアの動物は，伝説上・想像上のものにまで及ぷ。Unicorn「一角獣」は，  
額に一本のねじれた長い角があり，山羊の撃，ライオンの尾，雄魔の足を持つ  
馬に似た伝説上の動物で，処女にしか摘まえられないとされたところから，純  
潔・清純の象徴とされた。「イッカク」は，寒帯の海に住むイッカク科の動物  
で，雄には長い真直ぐな螺旋状の牙がある。  
論理と「魔笛」 Lo由cand“TheMagieFlllte”  
螺旋階段の上，  
ここで，どこで，どの劇場で見失ったのか  
私は幽霊でも見ていたのだろうか  
少なくとも腰のない  
日光か月光を  
思い出させるものだったのか。  
せっかちに跳んだのか  
災難が起きてしまったのかして  
その魔笛と竪琴とは  
どういうわけか一緒くたになったのだ  
中国の貴重なイトカケガイ① と。  
「ライフ」と「タイム」の近くに  
それらの一風変った地下墓地の中で  
アワビの陰気  
と押し付けがましい唸り   
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とが充満していた マンモス型の  
小さな接見室に。  
それから戸外では  
交差走行する一対の  
スケーターたちが スケートリンクから斜面へと  
競走していたが，悪魔がわめいた  
まるで大理石の階段を降りてくるみたいに，  
「愛とは何だ それに  
私にはそれは得られるものだろうか？」忍と。真理は  
単純だ。怠惰を→掃せよ』，  
足伽と見せかける粗野な  
欺瞞を。壮大な騒音を立てて  
罠猟師〈変〉 は，魔法の捜索犬は，  
鳥の嘩き声が証明するように  
叢初の色彩電送の貴重品だが一  
非論理的に織り込んだのだ  
論理ではその糸を解きほぐせないものを，  
人は肩で押し分ける必要はない，押し進むには及ばない。  
一SんgタZd期（わα丸 7（Summer1956）1819．  
自注 「魔笛」1956年1月15日のNBCオペラ劇場によるカラーテレヴイ  
放送。   
① wentletrap（イトカケガイ）［Webster大辞典の定義を挙げ，語源は独  
語の「螺旋階段」であることを示している。これで，このイトカケガイ科の貝  
類と第→行の「螺旋階段」とは掛け言葉になっており，ムーア得意の言語遊戯  
でもある］。   
② HoratioCoIo町7著『愛における悪魔ゴム励≠押＝厄上〟㍑・   
③「怠惰を一掃せよ，そなたはキューピッドの弓を打ち負かしたのだ」0vid，  
斤g椚gdわAブナヱOrね．  
この詩は，モーツアルトのオペラが初めてカラーテレヴィで放送されたのを  
祝った作品で，ムーアはロックフェラーセンターのNBCのスタジオで観た。   
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そこは，「ライフ」「タイム」両誌の発行所の近くだった。12）  
大理石と毒閂鉄  GraniteandSteel  
海で銀色に光り，霧で灰色に曇る   
織った鋼索の 人々を解放する太綱   
と自由の女神像がその湾を支配している   
彼女の足は粉砕された鎖に繋がれたよう，   
かつては全ての環はく暴政〉iこよって作られてし〕たが。  
鋼鉄と右から成る閉じ込められたキルケ一江，   
彼女の両親のドイツ人の精巧な考案。   
塔から橋脚への「おお，懸垂線状曲線よ老」，   
精神の歪みの，人間の   
何ら気の容めない強欲の，容赦ない敵   
粗野な優先権への彼の粗野な変は  
つい最近になって   
岸へ歩み寄ろうと   
黙々と従う足を遮ったのだ，闇が  
いわれもなく垂れ込めた時に，   
まるで正直さば海では我々の都市と都市とを  
連結してこなかったかのように。  
「おお，範の翠が横切った   
星々の間の小道よ！」   
「おお，私の後を正に継ぐ光輝よ！」   
一相互に作用し合う調和を断言しながら！  
未だ試みられていない手段が，試みられなかった。それから試みられた。   
出口，入口。初めて精神の眼によって   
見られ，それから眼によって見られた   
浪漫的な狭い通路。おお，鋼鉄よ！ おお，石よ！   
絶頂に達した装飾よ，二重の虹よ，   
機会詩人の画家と連想マリアン・ムーアの世界  35  
まるでフランス人の明敏さによって逆さにされたみたいな  
ジョン・ロウプリングの記念碑は，  
ドイツ人の粘り強さの記念碑でもある，  
合成の経間 一つの現存事実。  
丁加入七乙t，yO祓gれ42（Jul）′9，1966），32．  
自注 Alan Trachtenberg，B7t，0坤Jn Brt卸：nlCt and5ymbol（New  
York：OxfordUniversityPress．1965）参軌［大井浩二訳『ブルックリン橋   
事実と象徴』（研究社出版，1977）］。名作でありまた名訳である。   
① 上記作中で語り直されているMeyerBergerの話参照。［大井訳ではpp．  
18384］。187り年代に，この橋のマンハッタンの方の塔の頂上へと鋼索をどうし  
ようもなく昇りたくなって昇ったものの呆然となって降りられなくなり，助け  
を呼び求めたが，朝まで誰も来てくれなかったという，ある若い探訪記者の話。  
（卦 定められた二支点間に束縛されずにぷら下げられた網や索によって出来  
る曲線。「最大の力，最大の経済，最大の安全という技術上の諸問題は，全て  
この同じ曲線によって解決される」とJohnRoebli喝は語った。（トラクテン  
パーグ，p．69．［大井訳ではp．93］）  
ブルックリン橋は，186984年に建造された全長486mの橋である。   
本稿は，ムーアの13篇の作品を新たに邦訳したもので，彼女が，偶々与えら  
れたり遭遇したりした機会によってではなく，自らの鋭敏なアンテナによって  
捉えた〈機会〉 によって主として作詩したその〈機会詩〉の様相を，画家を何  
らかの形で「使って」いるもの，地理と文化と風土を扱っているもの，「Aand  
B」の型の標題を持つもの，の三点から概観した。  
注   
1）』タ瑠eねcα〝上吏′e和才〟γe乃z血∂α，No．2，（1987年1月）pp．4050．の拙稿参照。  
2）T71eC（）774）leteRフemS〆MartanneMoo7で（NewYork：The Macmi11anCom－   
pany／TheVikingPress、1981）．  
3）Charlesl′Iolesworth，Marulnne Moort？：A Lite7t173）L漬（New York：Ath－   
eneum，1990）p．173．  
4）1bid．，P．273．  
5）拙稿「編棒を内蔵したく擬装〉マリアン・ムーアの世界」（本誌前号．No．24．   
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1993・8・31）pp．5456．に拙訳ずみ。  
6）MoleswoTth，p．392．  
7）左LW（細川謙三主宰），No．44．pp．1619．（1990年9月）  
8）比ノけ，No．47．pp．6162．（1991年3月）  
9）Eエ〟，No．55．pp．5758．（1992年7月）  
10）5）のpp．6163に 拙訳ずみ。  
11）且L吋No．2．pp．1921．（1984年3月）  
12）Ⅳblesworth，p．391．   
補注1それとも宗教家RobertSandeman（1718q71）派の，という意の“Sande  
manian’’（Glassiteともいう）の意味か，未詳。  
補注2 fivegaited 米国の乗用馬で，常歩walk，速歩trot，普通駆け足canter，  
緩足slowgait，ヒ ラックrackが行なえるように訓練した，意。  
補注3 Meyrickの著書『古代の武具」」での誤りから生じた偽の語でPennOn（長三  
角旗）のこと。  
Summary  
PaintersandAssociationsjnanOccasionalPoet：  
The World ofMarianneMoore  
Everygenuinepoetmaybesaid tobean occasio77βlpoetinthesensethat  
every momenthelivesinwiubemoreorlessreflectedinhispoem．Theocca－  
sionwhichhastouchedandurgedthepoettomakeapoemisconsjderedtobe  
resultedinto his poem，One ofsuch typicalpoetsis．it seems to me，Marianne  
Moore．Shecontinuestosetup sensitiveantennas，Which havebroughtherthe  
Suitableoccasionsto makepoems．  
EmploylnghercarefulobservationsandunlqueaSSOCiations Moore wrote  
elaboratelycondensedpoems．Fromsuchworksofhersthirteenpoemswerese  
1ectedandtranslatedintoJapanesebymehthispaper．Theyarewhat“makes  
use of”paintersin some wa）▼Or Other，Ⅵ7hat deals with geography，Culure and  
climateinwhich Moore js muchinterested，and what has a title of“A and B”  
type．The f行st groupincludes“The SteepleJack”，“Apparition of Splendor”，  
“The Hero’’，“Style”，“Leonard Da Vinci’s”and“An ExpedientLeonard Da  
Vjnci’sand a Querry”．To the second group belong：‘‘EnglaIld”，りVirginia  
Britania”and“Enough：Jamestown，1607r1957’’．Thethirdgrouphas“Sea Uni－  
corns and Land Unicorns”，“Logic arld‘The Magic Flute”’and“Granite and  
Steel”．Andweopenedthispaperbytakingup”FourQuartzCrystalClocks”as  
atypicalexampleof‘‘occasionalpoems”．   
